
地域差指数（入院）の新たな３要素分解
－ 推計新規入院発生率、推計平均在院日数、１日当たり医療費による寄与分析 －

平成２５（２０１３）年１月
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<本分析の趣旨>

○

○

１人当たり入院医療費

○ 　地域差指数の高い都道府県について三要素別寄与度をみると、市町村国民健康保険・後期高齢者医療制度で多少の違いがあ
るものの、１日当たり医療費の寄与度は概ねマイナスであり、新規入院発生率・平均在院日数の寄与度は概ねプラスとなって
いる。また、新規入院発生率と平均在院日数の寄与度の大小は都道府県によって違いがあり、例えば、大分県や岡山県では、
新規入院発生率の寄与の方が大きく、また例えば、徳島県や山口県では、平均在院日数の寄与の方が大きくなっている。

＝　推計新規入院発生率 ×　推計平均在院日数 ×　１日当たり入院医療費 （新たな分析）

<分析結果>

　そこで、今回の分析は、平成２２年度の１人当たり入院医療費に係る地域差について、新たに、「推計新規入院発生率」
（加入者１人当たり推計新規入院件数）、「推計平均在院日数」、「１日当たり医療費」を３つの要素として、地域差指数へ
の寄与の度合いを数値化するものである。なお、寄与度の計算方法は従来の公表資料と同様である（別紙参照）。
　この寄与分析によって、都道府県単位で、地域差の大きい（小さい）ことの要因として、「新規入院発生率が高い（低い）
ことによる」のか、「入院期間が長い（短い）ことによる」のか、あるいは「１日当たり医療費が高い（低い）ことによる」
のか等、明示的に理解されることとなる。

　医療費は、(1)人口の年齢構成、(2)病床数等医療供給体制、(3)健康活動の状況、健康に対する意識、(4)受診行動、(5)住民
の生活習慣、(6)医療機関側の診療パターンなど様々な要因によって地域差が生じる。
　上記(1)の人口の年齢構成の相違を補正したものを指数化し（全国平均を１とする）、「地域差指数」として公表している。
　公表資料においては、ある地域の地域差指数について、診療種類別（入院＋食事・生活療養、入院外＋調剤、歯科）の「受
診率」（加入者１人当たり受診件数）、「１件当たり日数」、「１日当たり医療費」による影響をみるため、それぞれの要素
の地域差指数への寄与の度合いを数値化する３要素分解（寄与分析）が従来より行われている。
　しかしながら、たとえば入院受診率が高いことが、新規入院発生率が高いからなのか、入院期間が長いからなのか、直ちに
はわからない。

※　医療費の地域差分析　（ http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/hoken/iryomap/index.html ）

※　推計新規入院件数、推計平均在院日数については下記参照。
　「平成23年度　医療費の動向 -MEDIAS-」　（13ページ）　（ http://www.mhlw.go.jp/topics/medias/year/11/index.html ）
　「推計平均在院日数の数理分析（平成24年９月）」、「推計平均在院日数の数理分析（Ⅱ）（平成25年１月） 」
（http://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/database/zenpan/sankou.html ）

（従来の分析）
＝　１人当たり入院受診延日数 ×　１日当たり入院医療費
＝　受診率 ×　１件当たり日数 ×　１日当たり入院医療費
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地域差指数(右目盛り) 

１．地域差指数（入院）の三要素別寄与度（市町村国民健康保険）～新たな分析～ 



-3-

0.7 

0.8 

0.9 

1.0 

1.1 

1.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

-0.3 

-0.2 

-0.1 

0.0 

0.1 

0.2 

0.3 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

千
葉

 

愛
知

 

茨
城

 

埼
玉

 

静
岡

 

神
奈
川

 

栃
木

 

東
京

 

岐
阜

 

長
野

 

山
梨

 

奈
良

 

群
馬

 

三
重

 

青
森

 

山
形

 

宮
城

 

岩
手

 

新
潟

 

福
島

 

兵
庫

 

滋
賀

 

和
歌
山

 

大
阪

 

京
都

 

秋
田

 

富
山

 

広
島

 

鳥
取

 

福
井

 

愛
媛

 

岡
山

 

宮
崎

 

熊
本

 

香
川

 

福
岡

 

北
海
道

 

沖
縄

 

山
口

 

島
根

 

高
知

 

石
川

 

徳
島

 

大
分

 

佐
賀

 

鹿
児
島

 

長
崎

 

１日当たり医療費 

１件当たり日数 

受診率 

地域差指数(右目盛り) 

（参考１）地域差指数（入院）の三要素別寄与度（市町村国民健康保険）～従来の分析～ 
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２．地域差指数（入院）の三要素別寄与度（後期高齢者医療制度）～新たな分析～ 
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（参考２）地域差指数（入院）の三要素別寄与度（後期高齢者医療制度）～従来の分析～ 
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３．地域差指数（入院）の三要素別寄与度（市町村国民健康保険＋後期高齢者医療制度）～新たな分析～ 
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（参考３）地域差指数（入院）の三要素別寄与度（市町村国民健康保険＋後期高齢者医療制度）～従来の分析～ 
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（別紙）地域差指数（入院）の新たな三要素別寄与度について 

都道府県別地域差指数（入院）の新たな三要素別寄与度（地域差指数の全国平均との差の分解）は以下の方法により計算している。 
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各要素の寄与分

∑     の合計 
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log log log

log

log log log

log

log log log
 

次の記号を用いる。小文字は都道府県別、大文字は全国平均を表す。 

   ,  ：年齢階級 の被保険者数 

  ,  ：年齢階級   の１人当たり入院医療費 

  ,  ：年齢階級    の推計新規入院発生率   １人当たり入院受診延日数

推計平均在院日数
   

 ,  ：年齢階級    の推計平均在院日数    入院の１件当たり日数      
   

     入院の１件あたり日数
      

 ,  ：年齢階級    の１日当たり医療費 

 

このとき、１人当たり医療費と三要素の関係は、 

 Y Z  

  と表される。地域差指数について、 

となっているので、上式の分子を以下のように三要素に分解して寄与度を計算している。 

 

  （注） log log log log である。 

推計新規入院発生率の寄与分 推計平均在院日数の寄与分 １日当たり医療費の寄与分 


